















These consonants are velarized in Arabic and Modern Aramaic. In Modern South Arabian and 











「強調音J一通常その目録は、「咽頭化子音J($，Z ，t d )と「口蓋垂破裂音J(q)から
なるようであるが、以下の考察では昭頭無声摩擦音 竹[h]をこれに加えておきたい [※ 4J。
Sはアラピア文字では l3番目 の文字、へブ、ライ文字では :t(ツァディ)に相当する[※ 5]0
1はアラビア文字では 16番目 の文字、へブライ文字では り(テット)に相当する。
Zと dはカナア ン語にはない。アラビア文字のそれぞれ 17番目と 15番目の文字
にあたる。
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[1]咽頭化音 (ph町 ngeaIizedobstruents) : $，? rt d 
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[uJ口蓋垂音 (u刊 l訂) :q 






























く6> <6) is an emphatic 'h' pronounced with a s甘ongand sustained expulsion of the breath. (p.3) 
く14) <14) is加 emphatic's with the teeth slightly apart， pressing the tip of the tongue against the 
lower teeth and raising the tongue to press also against the upper teeth and palate. (p.3) 
く15) <15) is an emphatic 'd'， or in certain countries (e.g.lraq) 'th' as in '白at'，pronounced with the 
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tongue pressing hard against the edge of the upper teeth with the tip protruding. The tongue and upper 
teeth part comp阻 yrather violently to allow a following vowel sound to come through or another 
∞nsonant to be articulated. (pp.3・4)
<16> <16> is an emphatic 't pronounced with tongue and teeth in the same position as for <15>. (p.4) 
<17> <17> is卸 emphatic'z or voiced 'th' pronounced with tongue and teeth in the same position as 
for <14>. It is often confused WIthく15>.(p.4) 
<18> <18> is a gu仕uralstop pronounced with constriction of the larynx. (p.4) 







<14> 舌を歯の付け犠より少し奥に軽くつけて、 saと発音する。 (p.3)
<15> く14>の発音と同じ位置に舌の先を強くつけて dと発音する。 (p.3)


















く18> 舌根と咽頭壁との聞で発せられる有声摩擦音。喉の奥深くうめくように fアj と発
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音する。 (p沼1)


















く6> a strongly whispered 'h'， almost like a sigh of exasperation (p.15) 
<15><14><16><17> They are 'heavier' than their non-emphatic counterparts， and are pronounced with 
the back of the tongue raised high up in the back of the mouth. An example that could approximate the 
sound of an emphatic 'd' is the double 'd' in puddle. (p.15) 
<18> The 'ayn has no English equivalent and is best tried by saying池， and出enconstricting yoぽ
throat muscles as if gagging. Egyptian Arabic， particularly in and around Cairo， has a much softer 'ayn 
th釦 mostother Arabic dialects so people wilI usually understand you if you don't constrict your throat 
perfectly (p.14) 






つ dがあっても suddenでは うまくなかったであろう。
森高/坂上 (1995)









<17> <9> (dh)の軟口蓋化された「強調音j です。エジプトやシリアではく1> (z)の軟口蓋
化された強調音となります。 (p.12)
< 18> <6>の有声音です。 (p.12)







































<14> 口の奥にこもった fsJ の音です。舌の後ろ半分を軟口蓋に近づけるようにし、舌
の真ん中あたりをくぽませながら、こもった音を発音します。これに連動して、母音も変
わります。例えば fSaJ は fSoJ に近づけて発音してください。 (p.63)
<15) 口の奥にこもった fdJ の音です。サード(<14))のように、舌の後ろ半分を軟口蓋
に近づけつつ、舌の真ん中あたりをくぽませながら、こもらせて発音します。これに連動
して、母音も変わりますので、例えば fDaJは fDoJに近づけて発音してください。 (p.63)
(16) ダード (<15>)の無声音で、口の奥にこもった ftJの音です。ダードのように、舌
の後ろ半分を軟口蓋に近づけ、舌の真ん中あたりをくぽませながら、発音します。 fTaJ
でしたら、 fToJ に近づけて発音してください。 (p.70)
く17) 口の奥にこもった fdhJ の音です。舌先を歯の聞に挟み、舌の後ろを軟口蓋に近づ




<21> 英語の fkJ の音よりも、口の奥の方で発音します。 (p.46)
.<14>、「舌の後ろ半分を軟口蓋に近づけるようにし、舌の真ん中あたりをくぽませな
がらJ。前段が本質的で、後段は前段の運動に伴い自然に起きる。 (f暗い lJ の場合は本
質的なのは「舌の真ん中(舌背)あたりのくぼみ」の方であり、後部舌背の軟口蓋方面への
盛り上がりはそれに伴って付随的に起きるものである。 もっとも、本当に flが軟口蓋化






<14> 舌先を歯ぐきに接触させ、舌の中央をくぼませて口の中を広げ、英語の rsJ の音
を発音します。 こもった重たい感じの rsJ の音になります。 (p.30)
<15> サード(=<14>。引用者)と同じ要領で、舌先を歯ぐきに接触させ、舌の中央をくぽ
ませて、今度は英語の rdJ の音を発音します。すると、こもった重たい感じの rdJ の音
になります。アラビア語が、しばしば「ダードの言葉」と表現されるように、ダードはア
ラビア語の最も特徴的な音です。 (p.30)
く16> サードと同じ要領で、舌先を歯ぐきに接触させ、舌の中央をくぽませて、英語の rtJ 
の音を発音します。すると、こもった重たい感じの rtJ の音になります。 (p.37)
<17> サードと同じ要領ですが、舌先を少し歯ではさむようにし、舌の中央をくぽませて、
英語の rzJの音を発音します。すると、こもった重たい感じの rzJの音になります。 (p.37)
<18> ハー(く6>)の要領で、のどを緊張させて raJ の音を発音します。うめき声に似た感
じの音になります。 (p.37)





































山咽頭化音 (pharyngealizedobstruents) : ~，+ ，t， d 







この [HJと[sJ[zJ [tJ [dJの二重調音を作る。まず口の奥で作られる [HJを先に作り、外側
から見えやすい[sJ[zJ [tJ [dJをその後でかぶせていくと作りやすい。この二重調音された
[H sJ [H zJ [H tJ [H dJのあとに母音[aJを続ける。する と、口蓋垂方面に後部舌背が号|かれ










一、それを逆に利用する。先に「咽頭化母音Jの形を作り、その前に [sJ[zJ [tJ [d]を置く







( verti cal dri 1)である[※ 19L [kJを水平に「後ろへ退げる j 作り方よりは楽なのではない
かと思う。







ln the apical and interdental series， voiced *d， *z， and吋 developinto the pharyngeal phoneme ;<'ん
probably going through an intennediate stage with pharyngealized lateral:ホd，*z，時(>*l>)>/<;'/
と言っている。ここで、経由する中間点がただの lでは意味がわからなくなる。ここは「暗









































































語。 $(ツァディ )は破擦音[ぉ]で実現され、 り は軟口蓋摩擦音 [xJに合流している。fは t
に合流した。 qは kに合流した。 こうしたことはアシュケナジ系の帰還者たちの日常の使
用言語だったヨーロッパの言語の影響である。なお、セフアノレディ系の帰還者たちのうち、
アラビア語が母語の話者は咽頭化音や咽頭音を保持していると思われる。 (3)マノレタ語。前















は強調音を表す。エスキモー語学では xとγにそれぞれア ンダードットとオーバード ッ ト
を付け、軟口蓋音と区別して後部軟口蓋音(口蓋垂音)を表す(宮岡(1978)、Miyaoka
(2012))。アムハラ語学では放出音を表す(Leslau(1976，renewed2004))。
※ 5:現代へブライ語では破擦音[tsJになっている。注 3参照。 ところで飯島 (2000)に rt
12 
は 0、 写は 「ツ」、…J(p.l05)とある。 手に相当するへブライ文字を現代のイスラエル
で破擦音 [tsJで読むことから類推したのではなかろうか。 itは 0…Jというのは、 tに相
当するフェニキア文字が後にギリシア文字の@になったところからそう類推したのでは
なかろうか。
※ 6 :現代へブライ語では軟口蓋摩擦音 [xJになっており(特にアシュケナジ系の話者)、
従ってハフ(ダゲシュのなし、くじの字)の読みに合流している。注 3参照。
※ 7 :だからこそ動詞活用の型(へブライ語文法でいう「態J、ビヌヤーン)の説明におい
て、 pa‘al(へブライ語)とか fa‘ala(アラビア語)とかのひな形において第 2語根子音とし
て用いられている。セム語の動詞はこのような鋳型に語根 3子音を流し込むことで作られ
る。
※ 8 : i咽頭閉鎖音Jが実在すると報告している研究者がある。土田滋 (1986)によれば、
台湾高砂族のアミ語には pharyngeal stop/plosive [QJ (IP A に該当するものがない。土田によ
る記法)があるという。例:i ma-vanaQ ((知っている))J i特に finalでは無声の echovowelが
聞こえるJという。この例では [QJの直前の母音 aに相当する無声母音が [QJの後にわた









※ 9 : <17>を、本国 (2002)は clh(p.51)、条谷 (2005; 2008)は(<15)を大文字で D とし、 く9



















※ 11 : r回帰 regressionJ にあたって留意すべきことは、それ自体(調音/生理音声学的な無
理のなさ)及び体系の中での位置づけの「自然さ J(すなわち、類型論的な措わりの良さ)
であろう。 Durand(2003 )はデンマーク諾の母音体系の考察に際し、 NaturalnessAssumption (自
然性の仮定)という形でこのことを表現し自らに要求している (p.1)。
Naturalness Assumption 
Phonological primitives and generalizations (rules， processes or cons住aints) are natural 
They are grounded in (a) phonetics and (b) cognition 






※ 12 : <1>1 <2 >y<3 >山<4>心< 5 >ζ <6>亡 く 7 >と く 8 > ~ <9>与<10>.)<ll>jく12>ω<13>1s<14>υaく15>υ.<:.<
16>ム<17>与<18>tく19>と<20>'-'<21>必<22>.!lく23>J<24>r<25>οく26>.<27>J <28 > (，f <29>~ ;アリフ
ノ〈ーの中にハムザ<29>を入れず、記号扱いする人もあり(新妻 (2005; 2007)、柴谷 (2005;
2008))ー<1>の「ア リフJこそが本来の「字Jだか らであろう一、逆にタ ー・マルブータ
までを<30>として含める人もある(本悶 (2002))ータ~ .マノレブータはく26>の上に打った点
だけでなく、それを含めた全体の「字」だからであろう一。

















※ 16 :アラピア語に gh<l9>[KJの音はもともとあるのだが、「強調音Jの系列の中に位置
づけられないため第 3節で扱わなかったが、「うがいをするときのような音J(本田 (2002)
p.52)、「のどに詰まったもの、あるいは引っかかったものを吐き出す感じでJ(新妻 (2005;




























※ 20 :飯田 (2006)p.35にはこうある。「舌尖音の、また内歯音系の、有声音*d，*z，および怖
は、中間段階*1をへて、咽頭音jcjへ発展する。即ち、 *d，*z，吋(>*1>)>/cjJ。同書が「あと






お、 interdentalr歯間音」を「内歯音J そういう用語は存在しないーとしているのは inter-
の意味を取り違えた誤訳である)






※ 22 : Leslau(1976，renewed2004)参照。
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